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写真館写真館

　童謡サークル「こでまり」は、２

月に「ケアホームはあとピア」で活

動しました。元気に盛り上げて下さ

る方、静かに聞いて下さる方、我々

ともども一緒になって、楽しい時間

を過ごしました。

　また今年も、楽しく懐かしい歌を

選びながら活動を続けて行こうと思

います。

童謡サークル「こでまり」　　

篠田　智子　

VOLUNTEER による福祉のまちづくり

ぼらんてぃあ情報ぼらんてぃあ情報4月号

！！！！

大
大
大大
募
集
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　わたしたちは自分たちのペースに合わせやすい手仕事に

こだわり、弓ヶ浜地方に伝わる機織りの仕事をしています。

伯州綿の栽培から一枚の布が出来上がるまで、作業工程も

沢山あり誰もが仕事に入っていきやすい協労の場です。

　年に２回の仕事展をはじめ、各地での展示会に参加して

います。工房の隣にも作品を販売しているスペースがあり

ます。是非、お越しください。

　www.orimonya.or.jp

　　　　ＮＰＯ法人おりもんや

　　（就労継続支援B型事業所）　所長　山根　大樹　

　
☆
「
タ
ム
タ
ム
ス
ク
ー
ル
講
座
」
託
児
要
員
募
集
中
!!
☆

　
子
育
て
中
の
保
護
者
の
方
、
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方
と
一
緒
に
な
っ
て
、
子
ど
も
に
つ
い
て

考
え
る
「
タ
ム
タ
ム
ス
ク
ー
ル
」。

　
講
座
中
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
タ
ム
タ
ム
ス
ク
ー
ル
と
は
】

　「
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
の
た
め
に
、
子
育
て
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
！
」
と
の
強
い
願
い
か
ら
、

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
地
域
で
子
育
て
を
応
援
し
て

お
ら
れ
る
方
を
対
象
に
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■ 

と
　
き
　 
５
月
～
11
月
（
全
10
回
開
催
の
う
ち
、
託
児
が
必
要
な
の
は
５
～
６
回
程
度
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。）

　
　
　
　
　
い
ず
れ
も
、
９
時
集
合
、
12
時
10
分
頃
解
散

■ 

と
こ
ろ
　 

米
子
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
　
他

■ 

内
　
容
　 

託
児
（
託
児
対
象
の
子
ど
も
は
、
概
ね
０
歳
～
５
歳
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
　 

タ
ム
タ
ム
ス
ク
ー
ル
託
児
担
当 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
米
子
市
こ
ど
も
未
来
局
こ
ど
も
相
談
課
総
合
相
談
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
子
市
錦
町
１
丁
目
１
３
９
―
３
　
ふ
れ
あ
い
の
里
３
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

：

０
９
０
―
７
９
７
７
―
９
４
６
４
（
卜
蔵
）
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ボランティアデータ
２月１日～２月 29 日

新規個人登録	 		０人	

新規団体登録	 		０団体

依頼（要請・お願い）	 		８件

相談（助言・情報提供）	 	31 件

コーディネート	  	４件	

　　（うち活動団体 /	1 団体、個人 /	3 人）

※	米子市ボランティアセンターを通して

行われたデータです。

登録　4,965 人　登録グループ　121 団体

令和２年２月 29 日現在

　

★
研
修
部
★

 

第
10
回
「
ミ
ニ
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
祭
」

　

～
さ
さ
え
あ
う　

心
と
心

　
　
　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～

　
昨
年
11
月
16
日
、
第
10
回
「
ミ
ニ
ぼ
ら
ん

て
ぃ
あ
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
団
体
合
わ
せ
て
25
団
体
が
、
工
夫
を
凝

ら
し
て
日
頃
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　「
同
じ
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

生
き
生
き
と
し
た
姿
に
感
動
し
ま
し
た
」「
な

か
な
か
で
き
な
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
！
学

校
で
友
達
に
話
し
て
み
ま
す
」「
関
心
の
あ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
一
度
に
体
験
で

き
、
と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
」
等
、
嬉
し
い
感
想
を
沢
山
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
年
度
も
「
楽
し
そ
う
だ
よ
。
行
っ
て
み

よ
う
よ
！
」
と
み
ん
な
が
『
ミ
ニ
ぼ
ら
ん
て
ぃ

あ
祭
』
を
一
緒
に
楽
し
め
る
企
画
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

研
修
部
　
幡
原
　
文
子
　

活 

動 

報 

告

活 

動 

報 

告

ききううごご
２月16日～３月15日

２月

◆28日…情報誌印刷〔友松、塚根、安楽、小西〕

◆28日…誌面打合せ〔友松〕

３月

◆９日…第２回役員会〔中村、岩浅、幡原、友松、石原敬、辻、

若月、小磯〕

　

★
防
災
部
会
★

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
防
災
部
会
で
は
、

毎
年
「
米
子
市
福
祉
の
つ
ど
い
～
１
０
０
０

人
ウ
ォ
ー
ク
～
」
の
企
画
、
運
営
を
中
心
と

な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
９
月

29
日
（
日
）
米
子
市
民
体
育
館
及
び
、
そ
の

周
辺
の
遊
歩
道
や
陸
上
競
技
場
を
会
場
と
し

て
開
催
し
ま
し
た
。

　
部
会
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
を
願
い
、

当
日
ま
で
に
４
回
に
亘
り
企
画
・
打
ち
合
わ

せ
・
事
前
準
備
等
に
取
組
み
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
米
子
市
長
や
衆
議
院
議
員
の
方

か
ら
ス
タ
ー
ト
前
に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
へ

エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
ウ
ォ
ー
ク

に
も
参
加
さ
れ
た
事
は
意
義
深
い
も
の
で
し

た
。
ま
た
、
近
年
は
障
が
い
を
持
た
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
選
手
に
「
ゲ
ス
ト
参
加
」
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
共
生
社
会
を
目
指
す
と
い
う
認

識
を
深
め
な
が
ら
、
皆
さ
ん
に
親
し
み
の

あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
続
け
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

防
災
部
長
　
岩
浅
　
美
智
子
　

　

★
情
報
誌
編
集
局
★

　
昨
年
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
毎
月
「
ぼ

ら
ん
て
ぃ
あ
情
報
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
今
年
度
で
す
が
、
偶
数
月
（
年
６
回
）

の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　
原
稿
締
め
切
り
期
日
の
変
更
な
ど
、
皆
様

に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
充
実
し
た
内
容
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
意
見
・
ご
要
望
・
耳
よ
り
な
情
報
な
ど
、

お
寄
せ
い
た
だ
く
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

情
報
誌
編
集
局
　
友
松
　
由
加
利
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　『
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
』

　
　
　
　

を
開
催
し
ま
し
た
！

　

　
米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
２
月

４
日
（
火
）・
７
日
（
金
）・
10
日
（
月
）・

13
日
（
木
）
の
４
回
に
渡
っ
て
、
令
和
元
年

度
『
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
』
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
受
講
者
の
対
象
を
〝
ふ
れ
あ

い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
〟
の
世
話
役
の
方
に

特
化
し
た
と
こ
ろ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
定
員

30
人
に
達
し
た
た
め
、
急
遽
50
人
枠
に
広
げ

る
と
い
う
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
人
気
講
座

と
な
り
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
ま
な
び
ネ
ッ
ト
き
ず
な
実
行
委

員
会
の
卜
蔵
久
子
さ
ん
と
、
西
部
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
安
田
智
さ
ん
の
お
二
人

に
そ
れ
ぞ
れ
２
講
座
ず
つ
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

　
お
二
人
の
講
師
に
は
、
工
作
や
歌
、
ゲ
ー

ム
な
ど
、
数
々
の
遊
び
に
つ
い
て
ご
教
授
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
共
通
に
説
か
れ
た

「
世
話
役
自
身
が
楽
し
ん
で
取
り
組
む
こ
と

が
一
番
大
切
」
と
の
お
言
葉
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
。

　
受
講
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
楽
し
か
っ

た
」「
今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」

な
ど
の
喜
び
の
声
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
ま
し

た
。

　
米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
仲

間
づ
く
り
や
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
た
講
座
を
今
後
も
開
催
し
て
参
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

原
　
久
子
　

　 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座

　
　
　
　
　
　
　

に
参
加
し
て

　『
ふ
れ
あ
い
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
』
等
で

活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
を
対
象
に
、
令
和
元

年
度
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
が
開
催
さ
れ

参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
わ
ー
！
こ
れ
楽
し
い
！

サ
ロ
ン
で
取
り
入
れ
て
み
よ
う
」「
こ
れ
は

イ
ケ
る
」
等
々
と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
声
が
聞

～パラリンピック“メダル”について～
　東京 2020 パラリンピックメダルのモチーフは「扇」です。

　扇を束ねる「要」部分は、人種や国境を越え人々の心を一つに束ねてくれるアスリート自

信を表し、扇面には、日本に生きる自然、岩・花・木・葉・水が表現されています。自然風景の描写に

は、それぞれ異なる加工が施され、メダルに触れた時の質感に違いがあります。また、国際パラリンピッ

ク委員会の規定に基づき「Tokyo2020」の文字が表面に点字で表記されるほか、メダルの違いが触れて

分かるよう、金メダルには１つ、銀メダルには２つ、銅メダルには３つの円形のくぼみをメダル側面に、

リボンにはシリコンプリントで凸の加工が施されました。これらの加工は、大会史上初めてです。

か
れ
る
楽
し
い
内
容
で
し
た
。

　
参
加
者
同
士
、
笑
い
な
が
ら
以
前
か
ら
の

知
り
合
い
の
様
に
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

中
、
熱
意
あ
ふ
れ
る
講
座
で
し
た
。
教
わ
っ

た
遊
び
に
、
ア
イ
デ
ィ
ア
と
工
夫
を
生
か
し

て
サ
ロ
ン
で
楽
し
み
た
い
で
す
。

秋
鹿
　
芙
美
子
　

　
１
年
間
、
米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
業
務
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、

３
月
で
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
多
く

の
方
々
と
出
会
え
た
事
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
、
新
し
い
職
場
か
ら
皆
様
の
活

動
を
応
援
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
短
い
間
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

野
口
　
明
子
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年
明
け
早
々
か
ら
、
世
界

中
を
震
撼
と
さ
せ
て
い
る

〝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
〟。

終
息
に
目
途
が
た
た
ず
、

戦
々
恐
々
と
過
ご
す
日
々
。

小
・
中
・
高
等
学
校
の
休
校

に
始
ま
り
、
卒
業
式
や
イ
ベ

ン
ト
等
に
お
い
て
、
自
粛
や

縮
小
の
形
を
と
る
状
況
が
続

い
て
い
る
。

　
昨
年
、
華
々
し
く
幕
開
け

し
た
令
和
時
代
。
今
年
、
開

催
予
定
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
と

一
気
に
駆
け
抜
け
て
い
っ
て

欲
し
か
っ
た
と
思
う
の
は
、

私
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
ど

う
か
平
和
な
日
々
を
と
願
う

毎
日
で
あ
る
。

（
あ
み
た
ん
の
マ
マ
）

米子市朗読ボランティア「火曜の会」
第34回朗読コンサート

『おかあさんだあーいすき』～母の日に寄せて～

編

集

後

記

イベント＆講座

　さわやかな季節です。

　母の日の前日、ご家族皆さんでお越しください。お待ちしております。

◆と　　き　�５月９日（土）

◆と　こ　ろ　米子市立図書館　２階　大会議室

◆内　　容　	人形劇『ふしぎなふうせん』

　　　　　　紙芝居『とのさまからもらったごほうび』

　　　　　　詩・ことばあそび　ほか

◆入　場　料　	無料

◆後　　援　	米子市教育委員、米子市立図書館

◆主催・問い合わせ　	米子市朗読ボランティア「火曜の会」

　　　　　　　　　　TEL�29－7190（代表：笹鹿）

※新型コロナウイルスの状況によっては、変更の可能性があります。

４月・５月休館日

開所時間　８：30 ～ 17：15

※水曜が祝日の場合は開館し、

　翌日が休館日となります。

1 日、8日、15 日、22 日、30 日

7 日、13 日、20 日、27 日

【4月】

【5月】

『米子市児童文化センター』
～あなたの時間を子どもたちのために
　　　　　　　　少し分けていただけませんか？～

　米子市児童文化センターでは、さまざまなボランティア

の方に活動していただいています。一人でも多くの方にご参

加いただければ幸いです。たくさんのご応募をお待ちしています。

 

◆活動内容　①図書ボランティア（本の返却や本棚の整理、修理など）

　　　　　　②�事業ボランティア（みなとやまプレーパークなどの、運営の

補助や、イベントスタッフなど）

　　　　　　③�館内ボランティア（館内のおもちゃの整理やメンテナンス、

整理整頓、ボードゲーム等の遊び方指導など）

　　　　　　④�施設美化ボランティア（児童文化センター敷地内の除草、

　　　　　　　剪定、清掃や花植えなど）

　　　　　　⑤�おもちゃのドクターボランティア（“おもちゃの病院”で

　　　　　　　子どもたちの大事なおもちゃを目の前で修理する）

◆締　　切　４月30日（木）17時まで

◆申込方法　活動内容を選んでセンターへ来館または、お電話ください。

　　　　　　活動内容は複数希望可。

◆申込・お問合せ　	米子市西町133　米子市児童文化センター

　　　　　　　　　TEL�34－5455

　　　　　　　　　【指定管理者】（一財）米子市文化財団（担当：赤崎・雑賀）

※毎月、定期的に開催されている事業もたくさんあります。

ボランティア
　　　募集期間
令和２年
　4/1（水）
　～ 4/30（木）

　「ボランティア初心者講習会」に参加後、
　　　　　　　　　　　　活動を始めていただきます。


